
〔平成２６年度  伊勢市下水道事業会計決算の概要〕 

 

本年度の下水道事業は、汚水処理事業として平成２２年度から着手した流域関連公

共下水道事業の第３期事業において、汚水幹線築造及び管渠の面整備工事等を行うと

ともに、平成３２年度までの第４期事業に着手しました。宇治・中村特定環境保全公

共下水道事業では管渠布設及び公共汚水ますの設置工事を行いました。 

雨水対策事業としては、ポンプ場の建設を行うとともに、ポンプ等の長寿命化を図

るため機械・電気設備の更新工事を行いました。 

維持管理業務においては、汚水処理場や雨水ポンプ場の適正管理を行うとともに、

供用区域の水洗化に向けた地元説明会の開催や戸別訪問等による普及啓発に努めま

した。また、経営面では農業集落排水事業について、汚水処理の一元化と経営の効率

化を図るため本年度から下水道事業会計に統合しました。 

 
 

１．経営成績               （単位：千円） 

区  分 金  額 

収益的収入 3,834,504

収益的支出 3,784,358

当年度利益 50,146

前年度繰越欠損金(△) 68,045

その他未処分利益剰余金変動額 1,449,547

当年度未処分利益剰余金 1,431,648

   ※ 議会の議決により、当年度未処分利益剰余金は全額資本金に組み入れました。  

 

２．財政状態                             （単位：千円） 

区  分 金  額 区  分 金  額 

資  産 65,989,773 負  債 58,488,935

 固定資産 62,834,163  固定負債 29,997,930

 流動資産 3,155,610  流動負債 1,974,241

 繰延収益 26,516,764

 資 本 金 5,303,267

 剰 余 金 2,197,571

  資本剰余金 765,923

  利益剰余金 1,431,648

合  計 65,989,773  合  計 65,989,773

 

 

 



３．業務量の概要 
 

項  目 平成 26 年度 平成 25 年度
比  較 

増･(△)減 比 率 

行政区域内人口  Ａ     人 130,338 131,289 △951 99.3%

処理区域面積        ha 1,580.9 1,457.3 123.6 108.5%

汚水管渠布設延長      ｍ 385,545 355,049 30,496 108.6%

処理区域内戸数       戸 25,455 23,480 1,975 108.4%

処理区域内人口  Ｂ     人 62,068 57,873 4,195 107.2%

水洗化戸数         戸 19,714 17,630 2,084 111.8%

水洗化人口    Ｃ     人 48,183 43,205 4,978 111.5%

普及率      Ｂ/Ａ   ％ 47.6 44.1 3.5 － 

水洗化率     Ｃ/Ｂ   ％ 77.6 74.7 2.9 － 

処理水量     Ｄ   ㎥/年 5,473,683 5,432,320 41,363 100.8%

有収水量     Ｅ   ㎥/年 5,783,134 5,393,525 389,609 107.2%

有収率      Ｅ/Ｄ   ％ 105.7 99.3 6.4 － 

雨水管渠布設延長     ｍ 12,146 12,146 0 100.0%

ポンプ場稼動時間    Ｈ/年 1,081,3 1,316.4 △235.1 82.1%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［下水道事業の収支］ 

１. 収益的収支 

① 収益的収入 

施設の維持管理費等下水道事業の経営に必要な経費（収益的支出）の財源。利用者に負担

いただく下水道使用料や一般会計繰入金（他会計負担金、他会計補助金）、国県補助金、長

期前受金等で構成しています。 

 

 

②収益的支出 

 下水道使用料、一般会計繰入金等（収益的収入）を財源として、下水道事業を経営してい

くために必要な経費。施設の維持管理

 

費、人件費、施設の建設等に要した借入金の支払利息、

減価償却費等で構成しています。  

   



 

２．

、

一般会計繰入金（他会計負担金）、受益者負担金、国庫補助金等で構成しています。 

 

良や企業債の償還にかかる事業費。建設改良費、企業

債償還金等で構成しています。 

※ 

繰越工事資金6,146千円、過年度分損益勘定留保資金997,154千円で補塡しました。 

 資本的収支 

① 資本的収入 

 施設の建設改良及び建設改良にかかる企業債償還金（資本的支出）の財源。企業債

② 資本的支出 

 企業債や国庫補助金、受益者負担金等（資本的収入）を財源として、将来の経営活動

に備えて行う施設・設備の建設改

 
資本的収入額（翌年度繰越財源 17,676 千円を除く。）が資本的支出額に不足する額

1,109,015千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額105,715千円、


